
第 19 回 バスティン教材研究会 
日程 2012 年 8 月 29 日（水）10：30～12：00（エルム楽器千歳） 

出席者 杉山・西野・楠・伊藤(亜)・石井・石山 以上６名 
議題(テーマ) 『レッスンについてディスカッション』 

レッスンについ

てのディスカッ

ション 

ひくい まんなか たかい 
・ まんなかの概念が小さい生徒にはわかりにくく、高い、低いだけで

もよいのでは？ 
・ 階段を利用して、高い、低いの概念を教える(視覚的に教える) 
線と間の音符と譜読み 
・ タイムをはかって、線のみ(ドミソシ・・・)間のみ(レファラド・・・)

の譜読みをさせる 
・ 何がわからないのか、見極めて指導する 
曲らしいものが無い場合は・・・ 
パーティーA、B は曲らしいものが少ないので、プレリーディングを

持たせると良い。 
→プレリーディング・・・全調で弾かせる、片手で弾かせる、両手で

弾かせる、伴奏をつける、拍子を変える、最終的に「ねこふんじゃっ

た」を全調で！ 
それぞれの生徒がどのようなレッスンを望んでいるか 
・ 限られたレッスン時間の中で、ある程度それぞれの家庭(保護者)が望

むレッスン内容を取り入れることができると良い 
バスティン研究について 
・ バスティン教材を使いこなす為に何が必要か(バスティン教材のみだ

けでなく、上手く活用するには何をプラスしたらよいか)研究する 
・ 年齢が上の生徒でも A からスタートすると効果的 
指の色とドレミの色 
・ 教材によって、ドレミ・・・を色分けしているが、五指を色分けし

ている教材もあり、混ぜて使うと混乱してしまう。 
ドレミと ABC 
・ 英語読みをレッスン内容とは別枠で「糸巻きの歌」の替え歌で覚え

させる→A ラ～B シ～C ド～D レ～E ミ～F ファ～G ソ 
脱力のしかた 
・ 肩が上がってしまう生徒は太ももをチョキで挟む体勢をとらせると

肩が上がりにくい 
暗譜について 
・ 半ページくらいの譜面を暗譜させる→同じフレーズ、属調、A→B→

A など、何部形式の曲か・・・など構成を指導しながら暗譜させる 
次回から・・・ ・ ガイドブックのよみ合わせは、実践模擬レッスン)しながら進めてい

く 
 


